
懸
聰
核
な
が
黎
い
た

鑽
を
Ｌ
援
す
る
聰
鰺
鶉

２
０
１
２

年
、
東
海
地
区

の
リ
ト
ル
シ

ニ
ア

に
初
め
て
全
国
制
覇
の
栄
冠
を
も
た
ら
し
た
ず
小

林
監
督
率

い
る
豊
田
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
は
、
東
海
地

区
で
特
別
な
存
在
と
言

っ
て
も
い
い
．

豊
田
リ
ト
ル
シ
エ
ア
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い

の
が

”
組
織
力

“
で
あ
る
．
小
林
監
督
は
就
任
し

て
か
ら
、
約
５
年
か
け
て
現
在
の
テ
ー
ム
の
骨
組

み
を
構
築
し
て
い
っ
た
．

「
最
初
は
チ
ー
ム
も
バ
ラ
バ
ラ
で

一
貫
性
が
な

か
っ
た
．
そ
こ
で
勤
務
先
の
ト
コ
タ
自
動
車
で
学

ん
だ

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
応
用
．́
”
豊
田
シ
エ
ア

基
本
理
念

“
を
策
定
し
、
チ
ー
ム
を
変
え
て
い
こ

う
と
考
え
ま
し
た
」

小
林
監
督
が
ま
ず
収
り
か
か

っ
た
の
は
コ
ー
チ

陣
の
強
化
だ
．
ト
ヨ
タ
自
動
車
硬
式
野
球
部
で
プ

レ
ー
し
て
い
た

つ
な
が
り
を
生
か
し
、
Ｏ
Ｂ
を

コ
ー
チ
に
捐

い
た
。
あ
る
程
度

コ
ー
チ
が
集
ま

っ

た
ら
今
度
は
学
年
ご
と
に
振
り
分
け
る
。

「う
ち
は
コ
ー
チ
が
主
役
で
す
」
と
小
林
監
督

は
胸
を
張
る
．
現
在
、
各
学
年
に
ヘ
ツ
ド
コ
ー
チ
・

豊
田
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
監
督

継
続
し
て
結
果
を

チ
ー
ム
に
”組
織
力

量

要
だ
つ
た

ば
、 夕

ョ
ξ
菫
菫
會
計
ユ
〓
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コ
ー
チ
を
数
名
配
置
し
、
彼
ら
が
練
習
メ
ニ
ュ
ー

を
決
め
て
指
導
し
て
い
る
。
選
手
は
分
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
れ
ば
担
当
の
コ
ー
チ
に
聞
く
の
が
決
ま

り
。
こ
れ
で
選
手
も
迷
わ
な
い
。

「
考
え
を
共
有
す
る
た
め
に
コ
ー
チ
と
頻
繁
に

ミ
ー
テ
イ
ン
グ
を
し
ま
す
。
で
も
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
硬
式
野
球
部
に
在
籍
し
て
同
じ
野
球
の
理
論
を

学
ん
で
き
た
コ
ー
チ
が
多

い
か
ら
、
意
思
の
疎
通

は
割
と
簡
単
。
だ
か
ら
チ
ー
ム
の
方
向
性
は
ぶ
れ

ま
せ
ん
」

並
行
し
て
事
務
局
も
機
能
。
こ
こ
に
は
会
長
や

会
長
代
行
、
総
務
部
長
に
広
報
部
長
な
ど
１０
人
ほ

ど
が
在
籍
し
、
プ
ロ
野
球
で
例
え
る
な
ら
ば
フ
ロ

ン
ト
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
。

中
学
野
球
で
避
け
て
通
れ
な
い
の
は
、
父
母
か

ら
生
ま
れ
る
不
平
不
満
だ
。
そ
の
声
に
耳
を
貸
す

の
は
父
母
会
長
の
役
割
。

「
父
母
の
意
見
は
僕
た
ち
監
督

・
コ
ー
チ
の
耳

に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
意
見
が
あ
る

な
ら
父
母
会
長
ま
で
。
そ
う
す
る
こ
と
で
監
督
や

コ
ー
チ
な
ど
現
場
サ
イ
ド
が
野
球
に
専
念
で
き
る

環
境
が
で
き
る
ん
で
す
」

懃
掬
堂
難
を
聰
げ
る
の
は

ほ
手
の
掏
県
を
患
っ
て

小
林
監
督
は
実
力
主
義
で
選
手
を
使
う
。
こ
の

点
に
つ
い
て
、
入
団
時
に
父
母
に
対
し
て
き
ち
ん

と
説
明
す
る
。
そ
し
て
毎
年
８
月
に
開
か
れ
る
「勉

強
会
」
で
改
め
て
念
を
押
す
。

「
明
日
す
ご
い
選
手
が
入

っ
て
く
れ
ば
す
ぐ
に

レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
使
う
。
学
年
も
関
係
な
い
。
完
全

な
実
力
主
義
で
す
。
そ
の
思
い
が
伝
わ
ら
な
い
父

母
と
は
再
度
話
し
合

い
を
持
ち
、
理
解
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
伝
え
ま
す
。
厳
し
い
言
い
方
に
感
じ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
選
手
が
こ
れ
を
理
解
し

て
お
か
な
い
と
高
校

へ
進
ん
で
か
ら
苦
し
む
こ
と

に
な
る
。
だ
か
ら
選
手
の
将
来
を
思

っ
て
。
実
力

主
義
の
世
界
で
生
き
て
い
け
る
選
手
に
育

っ
て
も

ら
う
た
め
に
も
、
今
の
う
ち
か
ら
伝
え
な
く
ち
ゃ

な
ら
な
い
」

こ
の

「勉
強
会
」
に
は
選
手
か
ら
父
母
、
事
務

局
の
人
間
ま
で
全
員
が
参
加
す
る
。
そ
の
前

で

コ
ー
チ

一
人
ひ
と
り
が
順
番
に
思
い
の
丈
を
話
す

こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

「
選
手
も
父
母
も
身
が
引
き
締
ま
る
し
、

コ
ー

チ
に
は
責
任
も
や
り
が
い
も
生
ま
れ
る
。
こ
れ
で

よ
う
や
く
新
テ
ー
ム
が

一
つ
に
な

っ
て
始
動
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
」

否
が
応
で
も
伝
わ

っ
て
く
る
規
律
、
戦
略
、
そ

し
て
組
織
の
厚
み
。
豊
田
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
は
今
年

も
、
こ
の
先
も
、
強
い
。

・洟

・・

襲

．

一藁
輩
業，

鶴
ｆ

Ｉ
、

|■

「減多に怒りませんJと 小林監督は笑うた 時折見せる厳しい眼差しは勝負師そのもの。
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東
海
連
盟
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
た

豊
田
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
の
全
国
制
覇

改
め
て
”
リ
ト
ル
シ
エ
ア
“
に

つ
い
て
説
明
し

て
お
き
た
い
。
正
式
名
称
は
「
日
本
リ
ト
ル
シ
ニ

ア
中
学
硬
式
野
球
協
会
」
と
言
い
、
中
学
生
を
対
象

と
し
た
少
年
硬
式
野
球
リ
ー
グ
の

一
つ
で
、
他
に

は
日
本
少
年
野
球
連
盟

（通
称
、
ボ
ー
イ
ズ
リ
ー

グ
）
や
全
日
本
少
年
硬
式
野
球
連
盟

（通
称
、
ヤ
ン

グ
リ
ー
グ
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
画

一
的
な

練
習
・指
導
を
行
う
学
校
の
部
活
動
と
は
少
し
異

な
り
、
選
手
育
成
に
特
化
し
た
組
織
と
言

っ
て
も

い
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
に
数
々
の
プ
ロ
野
球
選

手
を
輩
出
し
、
日
本
の
野
球
の
レ
ベ
ル
向
上
お
よ

び
維
持
す
る
土
台
と
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
数
あ

る
中
学
生
を
対
象
と
し
た
少
年
硬
式
野
球
リ
ー
グ

の
中
で
、
も

っ
と
も
古

い
歴
史
を
持

つ
の
が
”
リ

ト
ル
シ
ニ
ア
‘
だ
。

さ
て
、
日
本
リ
ト
ル
シ
エ
ア
中
学
硬
式
野
球
協

会
東
海
連
盟
の
水
谷
理
事
長
、
渡
辺
事
務
局
長
の

話
を
伺

い
な
が
ら
、
東
海
地
区
の
リ
ト
ル
シ
エ
ア

の
立
ち
位
置
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

「
も
と
も
と
リ
ト
ル
シ
エ
ア
は
関
東
地
区
が
盛

ん
で
レ
ベ
ル
が
高

い
」
と
水
谷
理
事
長
は
話
す
。

東
海
連
盟
に
所
属
す
る
チ
ー
ム
は
、
愛
知
や
岐
阜
、

三
重
の
他
、
北
陸
３
県
を
合
わ
せ
て
約
５０
チ
ー
ム

だ
が
、
関
東
連
盟
と
な
る
と
２
０
０
チ
ー
ム
以
上
。

母
数
が
違
え
ば
質
の
高
い
選
手
の
数
に
差
が
出
て

く
る
の
は
当
然
で
、
「
こ
れ
ま
で
は
全
国
大
会
で
東

海
連
盟
の
テ
ー
ム
と
当
た
る
と
『よ
し
―
』
と
喜
ぶ

声
は
少
な
か
ら
ず
あ

つ
た
」
と
渡
辺
事
務
局
長
も

認
め
る
。

そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
た
の
が
、
小
林
監
督
率

い
る
豊
田
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
だ
。
２
０
１
２
年
に
開

か
れ
た
、
第
４０
回
日
本
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
野
球
選
手

権
大
会
で
優
勝
。
第
４‐
回
の
同
大
会
も
３
位
と
、
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素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
た
。

「実
際
、
東
海
の
レ
ベ
ル
も
か
な
り
上
が

っ
て
き

て
い
る
」
と
、
水
谷
理
事
長
、
渡
辺
事
務
局
長
は
回

を
そ
ろ
え
る
。

つ
い
先
日
、
日
本
選
手
権
大
会
で
優
勝
し
た
ト

ヨ
タ
自
動
車
硬
式
野
球
部
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
東
海
地
区
は
社
会
人
野
球
が
活
発
な
地
域
で

も
あ
る
。
社
会
人
野
球
を
経
験
し
た
優
秀
な
選
手

が
コ
ー
チ
と
し
て
参
画
す
る
こ
と
も
多
く
、
彼
ら

の
存
在
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

一
役
買

っ
て
い
る
。

そ
し
て
今
回
紹
介
し
た
よ
う
な
経
験
豊
富
な
指
導

者
た
ち
も
い
る
。

リ
ト
ル
シ
ニ
ア
の
強
豪
地
域
と
し
て
発
展
し
て

い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
私
た
ち
の
思

い
と

し
て
は
、
「全
日
本
中
学
野
球
選
手
権
大
会

ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
カ
ツ
プ
」
で
の
優
勝
を
成
し
遂
げ
て
も

ら
い
た
い
。
こ
れ
は
リ
ト
ル
シ
エ
ア
だ
け
で
な
く

ボ
ー
イ
ズ
リ
ー
グ
や
ヤ
ン
グ
リ
ー
グ
な
ど
も
参
加

す
る
、
事
実
上
の
硬
式
野
球
チ
ー
ム
日
本

一
決
定

戦
。
ま
だ
、
東
海
の
チ
ー
ム
の
制
覇
は
な
い
。
こ

の
悲
願
を
達
成
す
る
チ
ー
ム
が
現
れ
る
こ
と
を
、

我
々
も
切
に
願
う
。

釉畢勒檄
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豊田リトルシニア

MEMBER

創 邸 [■套星 套

6回・日本 選手権 5回 出

場 し最 高成績 は春選 抜

ベスト4、 日本選手権優勝

と全 国の強豪 チームの

仲間入りを果たし、その伝

統は今でもDNAとして引

き継がれている。本年度

チームは攻撃型で相手を圧倒する力の反面諸さも

持ち合わせた荒削りでもある。春選抜出場も決定し

「春日本一」を目指し練習に励む。

Q.何に重きを置いて練習していますか?

体力以上の強固な練習はパランスを崩し成長を著し

く損なうので、成長期を迎え個々の野球技術を向上

させていくのが理想です。チームの基本は投手カ

を中心に守備力。内・外野の連携プレーは徹底的

に納得いくまで練習をしています。

大原 寿斗

1大鏡 洸太

甲斐 本平

加藤 竜大

川本 惇貴

杉本 ネし思

曽我 尚希

滝川 瑛斎

谷|・1 海斗

西村 賢人

川名

豊南 ||
梅坪台

牧の池

長久手北

上郷 ■■

逢妻

日進
‐

逢妻

守山西

野崎 稜介

野7E I康 生

林  剛志

福冨 陽樹

三浦 兼誠

=輪
■陽彦

山下 直也

後藤 優暉

水谷 昴正

牧‐1 龍―

内 植田

■投  高橋

投  三好丘

外  梅坪台

投  冒士松

補  三好丘

投  上郷

外  逢妻

投 外 明正

補・内 高針台

鈴木 康太

谷■|=続 、

藤下 皓平

坂 1輔
七原  執

藤田六朗太

伊藤 駿介

伊藤■lL貴

思田竜乃介

黒木 |=勝

肉  高3t台

枷海外 藤森

内 桜山

内  依佐美

投 外 豊南

外  川名

投 外 高橋

外  朝日ケ丘

捕・内 鳴海

内  豊南

志自岐侑大

新村  風

田中 永桜

=田
 幸典

中神 達哉

成沢 巧馬

納富 隆成

橋詰 悠大

東  祥平

平山 勇希

内  梅坪台

投  猿投台

外  岡崎北

補・内 豊南

投 外 高岡

補  ■進

投  三好

内  岩津

橋・内 日進

外  平針

2
2 2

2

2

2

1

内

外

外

投

外

内

内

内

内

投

前日健―郎  1 補・内 萩山

松藤 航大  1  内  日進 .|

山口 桂典  1  投  春木

土屋 大雅 111 投 内 高績 |

船橋 佑太  1  内  南山

鈴木 悠大  1 投・外 梅坪台

松井 拓郎  1 投・外 梅坪台

築鍋 歩夢||■  内  末野原
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